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佐藤寿三郎の議員活動詳報 
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終世書生気質：ブログ・千曲のかなた（日々の議員活動をお伝えしてます） 

 

【須坂市議会 2月臨時会の顛末について】  

１．【私の議会内議員活動】 

第 2回臨時会の概要報告 

 平成 31 年 1 月 12 日招集され、市議会改選後の議長以下常任委員会等全ての人

事構成を執り行いました。 

 会期の日程：平成 31 年 2 月 12 日、13 日の 2日間 

 

２ 議員任期前半の議会人事を下記のとおり決定しました。 

       

議 長 中島 義浩 副議長 酒井 和裕 

  

議会運営委員会 委員氏名 ◎委員長 ○副委員長 

◎ 塩崎 貞夫 ○ 宮本 泰也 堀内 章一 

    水越 正和    浅井 洋子 竹内 勉 

    岩田 修二    

 

総務文教委員会 委員氏名 ◎委員長 ○副委員長 

◎ 荒井  敏 ○ 古家 敏男 塩崎 貞夫 

宮阪 誠一 石合  敬 霜田  剛 

佐藤  壽三郎   

 

福祉環境委員会 委員氏名 ◎委員長 ○副委員長 

◎ 堀内 章一 ○ 久保田 克彦 牧  重信 

  酒井 和裕 宮本 泰也 浅井 洋子 

 

経済建設委員会 委員氏名 ◎委員長 ○副委員長 

◎ 岡田 宗之 ○ 水越 正和 荒井 一彦 

西澤 えみ子 竹内  勉 岩田 修二 

 

市議会広報特別委員会 委員氏名 ◎委員長 ○副委員長 

◎ 宮本 泰也 ○ 牧   重信 古家 敏男 

久保田克彦 岡田 宗之 浅井 洋子 

岩田 修二   

 

 



  予算決算特別委員会 

委員長   浅井 洋子 副委員長 岩田 修二 
 

  インター周辺等開発特別委員会 

委員長 霜田  剛 副委員長    竹内  勉 
 

  長野広域連合議会議員 

中島 義浩  宮本 泰成 佐藤 壽三郎 
 

  須高行政事務組合議会議員 

酒井 和裕 水越 正和 荒井  敏 

久保田克彦 岡田 宗之 岩田 修二 
  

  監査委員 

西澤 えみ子 

 

 

１． 須坂市議会 3月定例会が招集されました 
  

【私の議会内議員活動】   
 

3 月定例会は 2 月 26 日招集され開会しました。会期は本日から 3月 22 日までの

25 日間です。今 3 月定例会に上程された議案は、事件決議 3 件、条例 9 件、補正

予算 7件当初予算 8件です。委員会審査等での争点は次号でお伝えします。 

 

（３）会派代表者会議 

開議日時 平成 31 年 2 月 25 日 
  開議場所 正副議長室 
  協議事項 人事案件について 
       〇公平委員会委員、固定思案評価審査委員、選挙管理委員会及び 

補充員について。 
 

２． 長野広域連合議会が招集されました 

平成 31年 1 月 14 日、長野市議会議場にて平成 31 年 2 月長野広域連合議会定例

会が開催されました。  
 

（１） 上程された議案は次のとおりです。 

 

議案第１号：平成 31 年度長野広域連合一般会計予算 

   ⇒歳入歳出それぞれ   521,588 千円と定める。 
 

議案第２号：平成 31 年度長野広域連合老人福祉施設等運営事業特別会計予算 

   ⇒歳入歳出それぞれ 2,824,271 千円と定める 

 

議案第３号：平成 31 年度長野広域連合長野地域ふるさと事業特別会計予算 

     ⇒歳入歳出それぞれ   4,632 千円と定める 
 



議案第４号：平成 31 年度長野広域連合ごみ処理施設事業特別会計予算 

     ⇒歳入歳出それぞれ 6,321,781 千円と定める 
 

議案第５号：土地の買い入れについて 

１ 買い入れの目的   （仮称）長野広域連合Ｂ焼却施設建設事業用地 

２ 土地の所在     千曲市大字屋代字中島 3095 番 3 外 1 筆 

３ 買い入れ予定面積  1070.83 ㎡ 

４ 買入れ予定価格   金 2,500 万 3,179 円 

５ 契約の相手方    福澤 ゆう子 外１名 
 

議案第６号：公平委員会委員に西沢昭子氏（長野市篠ノ井岡田）を選任する 

     ○上程された議案は、何れも原案とおり可決されました。 
 

 ２）専決処分の報告承認を求める案件が上程されました。 

   承認第１号 長野広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

     ○上程された承認は原案のとおり専決処分を承認されました。 
 

 ３）長野広域連合長の開会あいさつから抜粋 

 

① ごみ処理施設の建設について。 

Ⅰ．ながの環境エネルギーセンターについて。 

 §平成 31 年３月の施設供用開始を目指して遅滞なく業務を進める。 

  3 月 10 日に竣工式を予定。 

Ⅱ．Ｂ焼却施設について。 

 §現在、引き続き、事業用地の取得と実施計画を進めています。 
 

Ⅲ．一般廃棄物最終処分場について。 

 §現在は本体施設の造成工事を進めている外、浸出水処理施設の設計業務を

行っています。 
 

 

② 高齢者福祉施設の運営について。 

   Ⅰ．介護施設サービス収入が伸び悩む中、施設の老朽化による修繕工事や業務

委託料の増加などの経費増加により大変厳しい状況にある。このため、効

率的な施設運営のため、平成 28 年度から収支秋残計画を策定し、本年度ま

での 3か年計画で収入の増加や支出の削減に取り組んできました。 

   Ⅱ．老人ホーム建設費借入金償還の財源となっている財政調整基金が枯渇寸前

となっていることから、平成 31 年度以降は関係市町村にご負担をお願いす

る予定である。 

   Ⅲ．「第一次社会福祉法人か推進計画」に基づき、平成 33 年度から須坂荘の民

営化を予定し、移管準備を進める。 

Ⅳ．利用者が快適で安心した生活を送っていただけるように取組む。 
 

 

③ 介護・障害支援区文認定審査会の運営について。 

Ⅰ．介護認定審査会が円滑に運営できるように努めてまいります。 

 

 



３．民主主義政治の根幹に関わる市民意識を問う【自主研究】 

無投票当選制度を見直すべきである 

須坂市議会議員 佐 藤 壽三郎 

 

思うに、無投票当選とは、換言すれば法定看做
み な し

当選と言えます。選挙告示日の立

候補届出時刻を以って締め切り、立候補者数が定数以下である場合は、投票を行わ

ずに立候補者が当選となる（公職選挙法第 100 条 4 項）ことであります。 

更に公職選挙法第 171 条で、無投票当選となった場合は、選挙公報発行の手続き

は中止するとあります。 

 

 「無投票当選制度は、果たして市民の信託を得たと言えるだろうか。」との市民の

声が飛び交いましたが、住民の信任即ち投票を得ずして当選者として扱われること

に、選挙戦を戦い抜いて投票によって当選を繰り返してきた多くの再選議員も屹度

(きっと)、本当にこのような「無投票当選」を、私同様に不快感と訝し(いぶかし)

さを感じていると思います。 

 

本来の選挙制度の姿に立ち返えれば、法定看做当選などあってはならない。例え

ば「立候補者届出数が定数以下であっても、選挙を執行して、投票の結果得票数の

最下位者を法定落選者とする。定数の欠員は補欠選挙で補充する。」というように公

職選挙法第 100 条は速やかに改正すべきではないかとの思いもあります。 

 

立候補するにあたって、立候補者が認め
し た た

提出した選挙公報掲載文原稿が「選挙公

報」として印刷され、有権者に配布されないということは、法によって各候補者の

政策意志を敢えて「目隠し」するに等しい規定ではないでしょうか。これでは市民

が候補者の政治信条や提言が一切分かりません。取りも直さず、「選挙公報」によっ

て、市民も今後の市議会議員の議員活動を監視する目安になる、資料あるいは情報

を一切持たないこととなります。「投票が行われないから、選挙公報は不要である。」

とする法感覚は、矢張り不満が募り
つ の

ます。 
 

一方、無投票当選の効果として、市民は現職議員で立候補をした議員を、消極的

に 4 年間の議員活動を支持あるいは承認したと捉えるべきなのでありましょうか。

新人立候補者にあっては全くの未知数であり評価のしようがない以上、その将来に

寄せる期待への同意行為なのでしょうか。 
 

何れにしても、「無投票当選」制度の在り方を見直すべきであり、昨今、議員のな

り手が不足が表面化し、市議会議員選挙での無投票が相次いでいる現実を冷静に見

つめ、選挙に際してだけでなく、恒常的に民主主義における選挙という機能の重要

性を、我々は選挙は最も身近な参政権の行使である心得が必要と感じます。 

 

此の侭無投票を繰り返せば、議会と民意との乖離を生じ、市民の議会への信用を

無くし、自治体の立法機関たる議会の機能は失われるでしょう。議員も又有権者で

あり被有権者であることを自覚し、市民の側に立ち返り、須坂市民として真摯に今

回の無投票が抱える課題を捉えるべきと考えます。 



 

繰り返しになりますが、余りにも無投票当選制度は民主主義の本旨を逸脱し、民

意を無視したものと思えてなりません。民主主義政治を堅持するものは何か。政治

に携わる者は終身その地位を保持することは許されず、またその地位の世襲も許さ

れず、選挙によって選ばれし者に、市民が政治を信託する制度であることを、片時

も忘れてはならないと思いますが、政治の主役であられる皆さんは如何感じられま

すか。 
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